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『中沢池公園の花菖蒲』

https://www.sawayaka-mail.com/ 

平成17年3月19日生（18歳）新聞奨学生

　神奈川県足柄上郡出身

日本文化大学法学部法学科1年在学中　

担当エリア：9区　多摩市鶴牧2・6丁目、

唐木田１丁目、中沢２丁目

和泉　健士郎

BOOKのご紹介

咲 楽 駄 絵 手 紙 の 会 四 教 室
ボランティアサークル絵手紙くるくる

第七回　 合同展

日時　５月２５日（木）～２８日（日）　１０：00～１７：００

会場　永山公民館ギャラリー　　　

　　　　　　　　tel 042-337-6661 京王線・小田急線　永山駅下車徒歩３分

身近にあるしあわせ

絵手紙で脳トレ！

つながる仲間たち

《参加教室》

・トムハウス　絵手紙の会

・貝取こぶし　絵手紙の会

・関戸日曜　絵手紙の会

・ふれんど　絵手紙の会

・ボランティアサークル
　　絵手紙くるくる絵手紙体験　無料　10：30～11：30／13：30～14：30

トムハウス

絵手紙の会

名称　　　　　　　　　　　　　活動場所　　　　　　　　　　　 日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アピール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備考
問い合わせ先

　TEL・FAX

《問い合わせ》
山田みちよ　
　多摩市永山在住
  FAX 042-373-6152
  携帯 080-1197-3931

赤石直美　
  川崎市在住
  TEL・FAX 044-951-3269

咲楽駄絵手紙の会教室・ボランティアサークル絵手紙くるくるのご案内

ー絵手紙は楽しくー　　　　つづける　つながる　つたえる　が合言葉。　ぜひご一緒しませんか　お待ちしています　 日本絵手紙協会公認講師　山田みちよ

トムハウス館 第２金曜日

１０：３０～１２：３０
仲間の絵手紙から学びあい 夢中で楽しくかいてます

会員９名

会員募集中

東谷 京子

042-376-6508

貝取こぶし

絵手紙の会

関戸日曜

絵手紙の会

ふれんど

絵手紙の会

ボランティアサークル

絵手紙くるくる

貝取こぶし館

ヴィータ7F

関戸公民館

稲城市複合施設

ふれんど平尾

永山公民館

第３金曜日

９：４５～１２：３０

第３日曜日

１３：３０～１５：３０

第４金曜日

１０：００～１２：３０

第２木曜日

１３：００～１６：００

のんびり・ゆったりの仲間です
                  友の笑顔と教えあって学ぶ場所

月に１度の教室で仲間と  一緒に学びあいます

富士山の見える教室で和気あいあいと
               絵手紙に励んでいる仲間たちです

障がい者施設、高齢者施設、小学校放課後教室
永山フェスティバル・ボランティアセンターの

行事等へ絵手紙でボランティア

会員１２名

会員募集中

会員８名
（男性１名）
会員募集中

会員７名
（男性１名）
会員募集中

会員１０名
（男性１名）
会員募集中

東 照子

042-338-2290

平田 久子

042-373-2313

宮沢 多佳年

044-986-4746

小谷 陽子
090-2786-8116
FAX 山田 みちよ
042-373-6152

新緑の美しい季節♪
　例年では5月下旬から6月中旬頃、中沢池
　公園で紫色や白色の菖蒲が見頃を迎えます。
　5月中旬頃には黄菖蒲も咲きます。

所在地
　多摩市中沢1-33（唐木田駅から徒歩15分）

『朝日新聞　報道号外号　２０２３』を５0名様にプレゼントいたします。　ご希望の方は裏面

またはHPの応募用紙でお知らせください。

朝日新聞は、時代とともに

いつも朝日新聞をご愛読いただきまして、まことにありがとうございます。

朝日新聞社は1879（明治12）年1月25日、大阪で創刊いたしました。　第1号は4ページ、

印刷部数は約３千部。　9年後の88(同21)年7月に東京に進出しました。　1935(昭和10)年には、

九州、名古屋でも発行を始め、全国紙の態勢が整いました。　2024(令和６)年1月で創刊145年。

この間、激動する近現代史の中で報道機関としての使命を担ってまいりました。

このたびお届けしましたのは、1989(昭和64)年から朝日新聞社が発行した号外のうち、歴史的

な出来事や記憶に残る出来事を厳選した「報道号外集」です。　どうぞお手にとって、ニュースが

伝えられた当時の雰囲気をお確かめください。

朝日新聞社は、これからも社会に信頼され、世の中で役に立ち、地域のみなさまに愛される紙面を

お届けしてまいります。

どうぞ、今後とも末永くお付き合いくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。　　朝日新聞社

朝日新聞　報道号外集　２０２３

さ ら だ

２０２１年撮影

お散歩の途中で … 第165回　

人なつっこい笑顔が印象的。　３月に１８歳になったばかりなので、まだまだ

高校生の初々しさも残る新人スタッフが仲間入り。　小田原から大雄山線

に乗って、終点から２つ手前「和田河原」が生まれ故郷。　６歳から野球を

始め、リトルリーグ、シニアリーグで育ち、県立旭丘高校では３番ピッチャー

として活躍するが、県大会では思うような結果が残せず現役を引退。

自分の未来を考えたときに、人を助けて感謝される仕事がしたいと思う

ようになり、大学卒業後は公務員試験を受けて「消防士」になるのが目標。

初めての一人暮らし、引越しは、お母さんとお姉ちゃん2人が手伝いに来て

くれて和気あいあい ！ 　末っ子として可愛がられてきた毎日にも、ひとまず

区切りをつけて新生活をスタート。　自炊については特に不安もなく、鶏肉・

野菜を中心に、部活時代に学んだ少々ストイックな食生活を心がけて毎日

をすごそうと考えている。　趣味は東野圭吾の小説を読むこと、子供時代

から海の生き物が大好きなので、水族館の飼育員にも憧れがある。　

未来への第一歩を踏み出した18歳男子にエール ！

所長よりひとこと：仕事も勉強もマスターすることがたくさんありすぎて、

　　　　　　　　　　　１日１日があっという間に過ぎていく感じかな…。

　　　　　　　　　　　オンとオフを上手に切り替えて4年間の大学生活を楽しん

　　　　　　　　　　　でほしい。　期待してます ！

インフォメーション


